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あいちトリエンナーレ 2019 の「平和の少女像」の展示の再開を要望します 
 

8 月 3 日、愛知県で開催中の国際芸術祭「あいちトリエンナーレ２０１９」では、日本軍「慰安婦」を象徴する「平和

の少女像」を含む「表現の不自由展・その後」の展示が中止となりました。大村秀章愛知県知事は記者会見にて、

「テロ予告や脅迫とも取れるようなメールが寄せられ、安全な運営が危惧される」と中止の理由を説明しましたが、

8月2日に芸術祭を視察した河村たかし名古屋市市長が、囲み取材で「どう考えても日本人の、国民の心を踏み

にじるもの。いかんと思う」と発言し、「平和の少女像」の展示を即刻中止するよう大村秀章・愛知県知事に申し

出ると発表したこと、同日、菅義偉官房長官が国の補助金交付について慎重に検討する考えを示したことも大き

な要因であると考えます。 

 

国際芸術祭「あいちトリエンナーレ２０１９」のコンセプトの説明文には、「近代以降、どこまでも開かれ、つながっ

ていくことへの渇望がグローバリズムを発展させた。しかしその一方で、ひたすらに閉じて安心したいという反動

が今日のナショナリズムの高まりを支えている。両者の衝突が分断を決定的なものにし、格差は拡大し続け

る。」という一節が記されています。まさに、今回の「平和の少女像」という芸術作品の展示の中止は、「ひたすら

閉じて安心したい」反動の行為であり、日本国憲法 21 条の表現の自由を侵害する行いです。 

 

また、「平和の少女像」の撤去を求めた河村市長の発言は、日本の植民地支配下で性奴隷とされた元「従軍慰

安婦」女性の人権と尊厳を侵害する行為に他なりません。元「慰安婦」女性達は、日本政府からの公式な謝罪と

賠償、次世代への継承を訴えてきました。「平和の少女像」は、「慰安婦」女性を覚え、戦時下での性暴力被害が

決して繰り返されないことを願い、建てられました。このことから、河村市長の発言は、性暴力被害の無い社会

の実現と女性の人権の尊重を否定する発言であり、失望せざるを得ません。 

 

私たち日本ＹＷＣＡは、長年にわたり、日韓ＹＷＣＡをはじめとする日本と韓国の女性たちの交流を深めてきまし

た。その中で、韓国を含む、アジア・太平洋地域への侵略と植民地支配の歴史を見つめ直し、次世代へと続く顔

と顔のみえる友好な関係作りの努力を重ねています。加害者としての責任を問うことなく、真実を覆い隠しては、

真の平和はつくりだせません。真実の歴史に刻まれた女性や少女たちに起こった出来事を、芸術作品をとおし

て現代に生きる人びとや次世代に伝える芸術家たちの表現の力を、私たちは心から素晴らしいと思います。真

実を表現する自由を、公的立場にある人たちが権力を行使して奪ってはならないのです。 

 

このような理由から、日本ＹＷＣＡは、愛知県知事と名古屋市長に、「あいちトリエンナーレ２０１９」の「平和の少

女像」の展示再開を要望いたします。 
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